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高坏形器台にみる日韓土器型式変化の連動性

我 妻　佑 哉

　　　は じ め に

　日本列島（以下「列島」）における須恵器生産は、古墳時代中期に主に韓半島（以下「半島」）

加耶地域の影響のもとで開始され、半島の意匠を色濃く留めた初期須恵器段階を経て定型化に

至る道筋が示されてきた。一方近年では、古墳時代後期前葉(1)（陶邑須恵器編年 MT15 型式期～）

における須恵器各器種の大型化や提瓶・短頸壺など新出器種の生産増の背景に、半島南西部の

栄山江流域の陶質土器との連動性を指摘する見解が提示されるなど、注目の集まる初期須恵器

段階以外にも須恵器生産と陶質土器生産に一定の関連性が見出されつつある。

　そこで本稿では、先学で陶器資料の関連性にかんする指摘があり、なおかつ MT15 型式期前

後に十数基もの前方後円墳を含む倭系要素を有する古墳(2)が多く分布する栄山江流域をはじ

め、隣接する大加耶・小加耶地域など当該期に列島と何らかの関係性を有していた半島南西部

の諸勢力圏を対象に、それらの地域の有力古墳から多くの出土例がある高坏形器台（鉢形器台）

の型式学的特徴にかんして列島側の資料との比較を行い、とりわけその大型化・長脚化の様相

や意匠の類似性の有無から日韓の土器生産・供献の影響関係を推察する。

　　　１．研究史と問題の所在

須恵器の大型化とその背景　既往の陶邑編年においては、MT15 ～ TK10 型式期（田辺 1966・

1981）にかけて、須恵器蓋坏の口径拡大、高坏・器台など脚付器種の長脚化、𤭯の頸部伸長な

どの器形の大型化や、提瓶・短頸壺などの新出器種の生産が拡大することが示されている。以

上の要素にかんしては、当該期に普及する畿内型横穴式石室に須恵器が多量に供献されるよう

になる埋葬施設構造や葬送儀礼の変化と連動した変化として捉えられてきた（藤原 1985 など）。

一方、その技術的要因とその背景にかんしては検討の及んでいない側面もあった。

須恵器大型化段階の日韓交渉　以上の点について、近年では、同様の方向性の型式変化および

生産・供給器種組成の変化が韓半島南部の栄山江流域における陶質土器にも生じていることが

指摘された（中久保 2016・2019 など）。当該地域は、現在に至るまで 14 基もの前方後円墳が

相次いで発見されるなど、倭系の古墳・倭系遺物の分布が集中するエリアであり、埋葬施設と
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して北部九州系の横穴式石室の採用、葺石や日本列島の埴輪にルーツをもつ円筒形土製品の存

在、在地陶質土器に混じって須恵器も供献されるなど、種々の倭系要素が認められ、当該期の

日韓交渉の拠点地域であったとみなしうる（福永2007、高田2012など）。また当該期については、

隣接する大加耶・小加耶地域にかんしても、前者は馬具や装飾付大刀の意匠や製作技術などの

側面から、後者は固城松鶴洞１号墳における須恵器蓋坏・𤭯などの倭系遺物の供献の側面から、

それぞれ列島との対外交渉を行っていたことが確実視されている。

問題の所在と分析の視座　上述の半島内諸地域と列島との間における須恵器・陶質土器生産の

影響関係の有無を検証するうえでは、日韓で概ね共通する意匠や使用例をもつ器種間での型式

学的比較や特に類似性の高い地域・時期の抽出が必要であると筆者は考えている。

　そこで本稿では、型式変化のなかでもとりわけ長大化・大型化の様相が判別しやすいと考え

られる脚付器種のうち、日韓双方で共通して生産され、古墳の葬送儀礼に用いられることの多

い高坏形器台(3) を主な検討の対象とする。

　当該器種は、日本列島においては初期須恵器段階から生産が継続しているもので、本稿の主

な対象時期である６世紀前後には畿内型横穴式石室を有する古墳から出土する例も多い（森

本 2017）。韓半島でも各地域で独自の意匠・形態をもつ器台が生産されており、例えば栄山

江流域でも前方後円墳などの倭系古墳を含む多くの出土例が存在する（国立羅州博物館ほか

2021）。本稿では、日本列島・韓半島における器台の型式変化の様相を比較し、他器種の様相

も捉えながら、その関連性の有無を検証することで、当該期の日韓交渉が列島須恵器の器形大

型化に与えた影響の有無や強弱について検討を行う。

　　　２．日本列島における須恵器高坏形器台の型式変化

日本列島における器台の大型化・長脚化　韓半島資料の分析に先立って、日本列島における須

恵器高坏形器台の型式変化の特徴を明示したい。

　まずは畿内周辺地域の生産地資料からみていくと、大阪府陶邑 TK23 号窯出土の須恵器高坏

形器台は坏部高 13.2 ㎝の資料と脚部高 20.4 ㎝の資料が存在する。後続する MT15 ～ TK10 型式

期の所産と考えられる陶邑 KM113 号窯出土例は坏部高 14.4 ㎝・脚部高 34.0 ㎝を測るなど、全

体が大型化しているだけでなく、坏部高：脚部高が１：２以上となっているなど比率の変化

＝長脚化が生じているといえる。さらに、陶邑窯とは大阪平野を挟んで北側の千里丘陵に所在

し、MT15 型式期前後から大規模生産が開始される桜井谷窯跡群（我妻 2024b など）においても、

２－ 16 号窯出土例に坏部高 11.0 ㎝・脚部残存高 32.8 ㎝を測る資料が存在するなど、陶邑窯

と同様に他器種の大型化と併せて長脚かつ大型の器台が出現している。

　消費地資料についても同様である。共伴資料からみて TK23・47 型式期の築造とされる大阪
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府高井田山古墳例と比較して、MT15 ～ TK10 型式期の奈良県市尾墓山古墳・大阪府青松塚古墳

出土器台は脚部が大きく伸長しつつも坏部が扁平化している様相が窺える。

　したがって、日本列島の須恵器高坏形器台においては、陶邑編年 MT15 ～ TK10 型式期にかけ

て、①坏部が扁平化し脚部が伸長する比率の変化（＝長脚化）と、②全体高の上昇（＝大型化）

といった型式変化が併行して生じていたといえる。

　ここでさらに、坏部口縁の時期差・地域差に着目すると、TK23・47 型式期の資料や陶邑

KM113 号窯の資料は口縁端部がつまみ上げられるような形状を示す一方で、桜井谷２－ 16 号

窯の資料の口縁端部は大きく外反しており、製作時に端部を折り返して肥厚させた形状を示す。

単に陶工のクセの差異とみることも可能ではあるものの、同様の端部形状がそれ以前にはほと

んど認められないことに鑑みれば、先述の坏部の扁平化に伴って新たな口縁部製作技法が出現

図１　畿内地域における須恵器高坏形器台の長脚化

６：高井田山古墳（墳丘崩落土）
７：市尾墓山古墳（石室内）
８：青松塚古墳（石室内）

消
費
地
の
出
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例
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TK23・47 型式期 MT15 ～ TK10 型式期

８

１
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３
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１・２：陶邑 TK23 号窯
３：陶邑 KM113 号窯
４・５：桜井谷２－16 号窯

長脚化

０ 10 ㎝

S＝１/８

７

長脚化



464

したとみることもできる。なお、図１－７・８における口縁端部は外反・折り返しの形状を呈

しており、桜井谷系の製品ないしは技術の一定の供給も想定できる（我妻 2024a・b）。

　　　３．韓半島における陶質土器高坏形器台の型式学的特徴

栄山江流域における陶質土器器台の様相　まずは栄山江流域における陶質土器器台にかんし

て、その形態的特徴や出土位置の分析を行う。分析の対象とするのは主に当地に所在する前方

後円墳や、それらと同時期あるいは前後の時期と推定される古墳・集落などからの出土資料で

ある。列島の須恵器編年による時期的併行関係にかんしては後述する（図２・表１）。

　検討の前提として、栄山江流域における陶質土器器台の生産・供給の様相について触れてお

くと、各地域に中小規模の窯場が遍在するような状況であったため、古墳出土の器台は基本的

に所在地域ないしは隣接地域から供給されたものと考えられる。実際に脚部スカシ孔の配置・

形状や波状文の様相などは個体間で大きく異なっているのもそのためであり、複数系統的な理

解がなされている（羅 2013・李志2023）。

　そのなかでも前方後円墳から出土した例にかんしては、上述の装飾的側面での個体差は認め

られるものの、脚部・坏部の高さに着目すると、脚部長全体が判明しているものでは 25.0 ～

27.0 ㎝の例が多く、坏部については、10.0 ～ 15.8 ㎝を測り、10.0 ㎝前後の例が多数を占める。

すなわち、坏部高：脚部高がおよそ１：２以上と、相対的に脚部が大きく坏部が扁平であると

いえる。加えて口縁端部形状に目を向けると、図２－１～４・６・７の器台では口縁部が端部

付近で外反し、さらに端部を折り返して肥厚させる形状を呈している。このような端部処理は

栄山江流域の陶質土器甕などにも普遍的に認められるものである（中久保 2024）。

　ただし、それ以外の例をみていくと、羅州地域において方墳から出土した器台（図２－ 10・

11）は大型を呈する点や脚部に対して坏部が低い点は共通するも、前方後円墳などからの出土

例とは口縁端部・脚端部ともに異なる特徴を示す。また、光州地域や高敞地域では当該期に

おいても坏部高：脚部高が１：１程度の短脚の器台を生産・供給していたと考えられる（羅

2013）。とはいえ、列島との密な関係性が想定される栄山江流域において、長脚かつ坏部の扁

平化した高坏形器台が一定数分布する事実には注目したい。

隣接する加耶地域における器台の特徴　続いて、栄山江流域にも接する大加耶・小加耶地域に

おける併行する時期の高坏形器台の特徴を整理したい。対象とする時期は、朴升圭加耶土器編

年のⅧ期～Ⅸ・Ⅹ期（５世紀後葉～６世紀前葉）である。

　まず、大加耶系の高坏形器台に関して、王陵と目される高霊池山洞古墳群・陜川玉田古墳群

（図３）や有力古墳群である高霊本館洞古墳群・山清生草古墳群などの資料から分析を行った。

当該地域の器台は、坏部下半に松葉文が施される脚部径・坏部口径・脚部高がともに大きい一
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図２　栄山江流域出土陶質土器高坏形器台の諸例

１

２
３

４

５ ６ ７

８

０ 10 ㎝

S＝１/８

前方後円（形）墳出土例

方墳・円墳出土例

９

10

12

１：高敞七岩里古墳　２：潭陽聲月里月田古墳　３：海南龍頭里古墳　４～７：光州月桂洞１号墳
８：光州月桂洞２号墳　９：光州雙庵洞古墳　10：羅州徳山里８号墳　11：光州河南洞遺跡　12：羅州伏岩里３号墳 96 石室

※一部文様等にかんしてはトレースを省略したものもある。

11
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群と、相対的にやや小型の一群とに峻別できる。とりわけ前者の資料にかんしては、Ⅷ期まで

の器台に対してⅨ期の器台の坏部は扁平化が明瞭である。後者の小型の一群にかんしては、全

体の器高の増加の程度は個体間での差異が大き

いため言及しがたいものの、坏部がやや扁平化

しているようである。形状は大きく異なるもの

の、脚部の伸長に対して坏部が扁平化する点は

隣接する栄山江流域の様相とも近いと評価でき

よう。ただし、概して大型ではありながら時期

を経るごとに全体の器高としては減じている場

合も少なくない点には注意を払いたい。

　一方で、小加耶地域の高坏形器台について、

林編年Ⅸ期前後に位置づけられている固城松鶴

洞古墳群（図４）・内山里古墳群・蓮塘里古墳

群の出土資料をみていくと、当該地域に特徴的

な器台は全体の器高からすれば栄山江流域や大

加耶地域の器台にも劣らない大型の器台である

ものの、坏部高が坏部口径に対して大きく、脚

部と比較しても坏部高：脚部高がおよそ１：１

程度の資料が多い。併行する時期に坏部が扁平

化した例が多い栄山江流域や大加耶地域とは異

図３　陜川玉田古墳群（大加耶地域）に

おける陶質土器高坏形器台の変遷

表１　栄山江流域における高坏形器台の諸特徴

図番号 遺跡名 墳形 口端 脚端 文様 出土位置 備考
1 高敞七岩里古墳 前方後円 折 折 波状文（幅広） 石室内 長脚タイプ
× 咸平馬山里１号墳 前方後円 折 折 波状文（やや幅広） 石室内 長脚タイプ
2 潭陽聲月里月田古墳 前方後円 折 折 無文 石室内 長脚タイプ
3 海南龍頭里古墳 前方後円 折 折 波状文（やや幅広） 石室内 長脚タイプ
× 長城鈴泉里古墳 円 ？ 倭系 波状文（密） 石室内 列島産須恵器？
4～7 光州月桂洞１号墳 前方後円 折 折 無文・波状文（密） 周溝 長脚タイプ多数
8 光州月桂洞２号墳 前方後円 折 × 無文 石室内 坏部のみ
9 光州雙庵洞古墳 円 折 面 波状文（やや幅広） 石室内 長脚タイプ
× 光州東林洞遺跡 集落 折ほか 折ほか 波状文（密・幅広） 溝内 短脚タイプ
× 光州良瓜洞杏林遺跡 方 折 折 無文・波状文（密） 周溝 短脚タイプ
× 光州杏岩洞窯 窯 丸 面 波状文（密） 窯 短脚タイプ
× 和順千徳里懐徳３号墳 円 × 面 波状文（やや幅広） 石室内 長脚タイプか
10 羅州徳山里８号墳 方 丸 面 波状文（幅広） 不明 長脚タイプ
11 光州河南洞遺跡 集落 折ほか 折ほか 波状文（密・幅広） 溝内 短脚タイプ
× 羅州新村里９号墳 方 丸 面 無文 墳丘上 ５世紀代
12 羅州伏岩里３号墳'96石室 方 × 折 波状文（幅広） 石室内 長脚タイプか
× 羅州新道里遺跡 方か 折 折 波状文（幅広） 周溝 長脚タイプか
× 扶安竹幕洞遺跡 祭祀 折多数 折多数 波状文（密・幅広） 祭祀 短脚タイプ多数

１：玉田 M３号墳  ２：玉田 24 号墳　
３：玉田 M７号墳　４：玉田 91 号墳
５：玉田 M６号墳　５：玉田 76 号墳

１

０ 20 ㎝

S＝１/16
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４

５

林
編
年
Ⅷ
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）

林
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期
）

３
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なる特徴を有していることが看取できる。

高坏形器台の日韓比較　ここで改めて、韓

半島陶質土器器台と共伴する倭系の須恵器

（系土器）の編年的位置付けを行いたい。

　まず、栄山江流域の前方後円墳である海

南龍頭里古墳や小加耶地域の固城松鶴洞１

号墳においては、大型の須恵器蓋坏や頸部

高≧胴部高に復元しうる長頸の須恵器𤭯が

在地の陶質土器器台に伴って出土してい

る（木下 2006）。これらは日本列島におい

て長脚化・大型化が生じた段階の須恵器器

０ 10 ㎝

S＝１/８

１：固城松鶴洞１－B号墳　２：井田川茶臼山古墳

１ ２

図４　小加耶地域出土器台と類例

陶邑 KM113 桜井谷２-16 市尾墓山古墳 海南龍頭里古墳 公州艇止山

武寧王の殯殿？
⇒523 年前後

０ 10 ㎝

S＝１/８

日本列島出土 韓半島出土

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

16

17

13

14

15

固城松鶴洞１号墳

図５　日韓器台大型化の並行関係

台と共伴する蓋坏や𤭯（図５－１～９）に類似しており、これらの古墳が列島須恵器編年の

MT15 ～ TK10 型式期に築造されたことを示唆するものとして捉えられる。

　併せて、MT15 型式期以降に日本列島での生産が活発となる須恵器（系）提瓶が光州月桂洞

１号墳から出土していることなども踏まえて考えると、本稿で対象とした陶質土器器台の多

くが列島須恵器編年で言う MT15 ～ TK10 型式期の所産である可能性が高いといえる。その実年

代は、武寧王の殯殿との有力説がある公州艇止山遺跡（李漢2017）において MT15 ～ TK10 型式

期の須恵器（図５－ 16・17）が出土していることに鑑みて、武寧王の没年である 520 年前後、

すなわち６世紀前半代と推測できる（4）。

　以上の併行関係の推定を踏まえたうえで、半島南西部の３地域における高坏形器台と列島の

資料状況とを比較すると、MT15 型式期前後の須恵器高坏形器台で確認しえた、坏部が扁平で

長脚の脚部を有する、などの型式学的特徴は栄山江流域や大加耶地域の陶質土器器台でも認め

られる可能性が高い。この点は、先学で指摘のある須恵器𤭯－陶質土器有孔広口小壺の頸部の

伸長過程の一致など（中久保 2016 など）と類似していると評価できよう。
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　より詳細にみていくと、文様の様相やスカシ孔の配置など全体の印象は異なるものの、扁平

かつ折り返し技法による口縁端部形状を特徴とする、本稿で桜井谷系とした器台坏部のプロ

ポーションは栄山江流域のそれらと類似している。また、KM113 号窯出土例にみる脚端部径・

脚基部径・坏部が大きく開く形状などは大加耶地域の器台と類似しているとも捉えることがで

きる。加えて、消費地資料であるものの、三重県井田川茶臼山古墳では坏部高：脚部高＝１：

１程度の小加耶系に近い器台が出土している（図４－２）。以上のように、今後他器種につい

ても分析を蓄積していく必要があるものの、列島内部の各須恵器生産地と韓半島の諸地域との

影響関係が存在していた可能性を見出し得るのである。

　　　４．土器型式変化の関連性にみる日韓関係

当該期における日韓型式変化の連動性とその意義　前章までに述べたように、実年代でいう６

世紀前葉ごろの列島の須恵器高坏形器台にみる全体形状の大型化と坏部の扁平化の２方向の型

式変化は、韓半島栄山江流域や大加耶地域の陶質土器器台と類似するものであったと評価しう

る。さらに言えば、列島でそれ以前には墳丘上に樹立されていたとみられる器台が石室内に供

献されるようになる点も、上述２地域の供献のあり方と共通していると言える。以上の点につ

いて、端部形状など陶工のクセのレベルでの類似性や、研究史で述べたような他の遺構・遺物

からみた列島と半島南西部地域との相互の文物および技術の移動の事実に鑑みれば、当該期に

おける日韓間の器台にみる製作・使用法の共通性は、他人の空似ではなく、工人の移動の可能

性を含む日韓交渉の一端を反映したものとも考えられよう。

　一方で、上述の通り当該期の須恵器器台の生産に半島からの影響を推察した場合、初期須恵

器段階の器台のようにスカシ孔の配置や組紐文・コンパス文など、細部の意匠まで併行する時

期の陶質土器との共通性を指向しているわけではない点が問題となろう。ただしこの点はむし

ろ、栄山江流域における埴輪（円筒型土製品）が列島由来のハケメ調整ではなく在地のタタキ

調整で整形されている点（廣瀬 2019）と類似しているとも言える。以上のように、手工業生

産技術の定着以後は、新たに関係性を深めた地域からの影響がもたらされたとしても、在地の

様式に取り入れられる形に留まるのが一般的であったと捉えておきたい。

　以上を踏まえたうえで改めて MT15 型式期の須恵器生産の様相を評価すると、それ以前の段

階と比較して須恵器の意匠・器種組成にみる陶邑様式ともいえる汎列島的な共通性が失われ、

本稿でも言及した陶邑窯と桜井谷窯の差異（我妻 2024a・b）のように、むしろ生産地間で製

品の意匠の差異が顕在化する段階であるといえる。こうした地域色発現過程にかんしては、従

来は地方での技術の定着に際して畿内地域からの情報によらない独自化が生じた（菱田 1992

など）といった列島内部の要因で解釈する傾向があった。しかしながら、本稿での検討や角坏
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註

(1)　筆者は陶邑編年 MT15 型式期以後を古墳時代後期とする立場を採る。

(2)　韓半島の前方後円墳については、「前方後円形墳」「長鼓墳」とも呼称される。

(3)　韓国考古学では「鉢形器台」と称される場合が多い。また、以下では単に「器台」とも呼称する。

(4)　当該期の王陵である今城塚古墳からも大型の高坏形器台が多数出土しており、口縁端部形状は

いずれも本稿で桜井谷系とした折り返し状を呈する。
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